
                                                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ひよこぐみ 
令和６年 3月１日 

分園 0歳児 

暖かい日、寒い日を繰り返し、一歩一歩春が近づいています。 

先日は発表会へのご参加ありがとうございました。初めて舞台に立ち、普段と違う雰囲気を感じ

て緊張気味の子どもたちでしたが、幕が開き、保護者の方々の顔が見えると安心した様子で笑顔も

見られ普段通りの姿を披露することができました。 

2月は、暖かい日には、戸外遊びや散歩を楽しみました。入園当初は、散歩カーに揺られ周囲の

景色を見渡していたひよこぐみ。今では、月齢の高い子は、りすぐみのお友達と追いかけっこや  

探索をしたりと一緒に遊ぶ姿も増えました。月齢の低い子は、保育者と一緒に手を繋いで歩くこと

を繰り返すことで歩行が安定してきて少しずつ歩くことの楽しさを感じるようになってきました。 

雪が降った日には、ざくざくと踏んでみたり、手に握ると冷たさを感じて驚いたり喜んだりと雪に

触れて感触を楽しみました。  

早いものでひよこ組での生活も残り 1 か月となりました。少しずつ春めいてきた外気を感じな

がら散歩に出かけ、残りの日々も楽しく過ごしていきたいと思います。 

一年間、様々なご協力を頂きありがとうございました。子どもたちの成長を保護者の皆様と一緒

に見守る事ができた事を担任一同、感謝いたします。 

 

 

 

 

初めて舞台に立ち、普段と違う雰囲気を感じ取って不安そうな顔で担任を見つめたり立ち尽くしたり緊

張気味の子どもたちでしたが、舞台に上がる機会を重ねていくにことで徐々に雰囲気にも慣れ、泣くこ

となく披露することが出来ました。少しずつ出来ることも増え、随分と大きく成長しました。 

 

〈活動内容〉 

・感触遊び 

・巧技台遊び ・体操 

・指先遊び ・散歩 

       

 

＜今月のねらい＞ 

・保育者の仲立ちにより、様々

な人と関わることを楽しむ。 

・保育者と一緒に着脱など 

自分でしようとする気持ち

を持つ。 

 

 

この 1年間でたくさんのことができるように

なったひよこぐみ。園生活を送る中で、ズボン

を穿いてみようとしたり、靴を脱いでみたりと

「自分でやってみよう」とする姿が見られる 

ようになってきました。まだ１人で行うことは

難しく援助が必要ですが、やってみようとする

気持ちを受け留めたり、声を掛けながら見守る

ことを心掛けて関わっています。ご家庭でも 

お子様が取り組める時間を取り、成長を                     

 温かく見守っていただければと思います。 


